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高知県宿
すく
毛
も
市小学生派遣団と

交流しました
　12月26日（水）、北方小学校６年生と宿毛市小学生派遣団
10人が交流しました。
　児童たちは、お互いのまちを紹介した後、レクリエーション
を通じて、交流を深めていました。
　揖斐川町と宿毛市は、ダムを持っているという縁で、平成23
年から交流を行っています。
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揖斐川町成人式開催
今月の
特集

《
今
回
の
成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
た
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
で
す
》

委
員
長	

成な
る

瀬せ

　
憲け
ん

伸し
ん

さ
ん
（
北
和
）

委
　
員	

朝あ
さ

田だ

　
紗さ

矢や

さ
ん
（
揖
斐
川
）	

増ま
す

田だ

あ
づ
さ
さ
ん
（
揖
斐
川
）

	

西に
し

谷た
に

あ
ゆ
な
さ
ん
（
揖
斐
川
）	

鎌か
ま

谷た
に

　
真ま

衣い

さ
ん
（
北
和
）　

	

小こ

林ば
や
しひ
ま
わ
り
さ
ん
（
北
和
）	

河か
わ

村む
ら

　
明あ
か

里り

さ
ん
（
谷
汲
）		

	

仲な
か

野の

　
翔
し
ょ
う

太た

さ
ん
（
春
日
）	

竹た
け

中な
か

　
悠ゆ
う

人と

さ
ん
（
久
瀬
）

	

山や
ま

口ぐ
ち

　
拳げ
ん

生き

さ
ん
（
坂
内
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
月
13
日（
日
）、
平
成
31
年
揖
斐
川
町
成
人
式
が
揖
斐
川
町
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
成
人
は
２
３
１
人
で
、
そ
の
中
の
10
人
で
実
行
委
員
会

を
組
織
し
ま
し
た
。
昨
年
８
月
か
ら
話
し
合
い
を
重
ね
、
今
年
の
成

人
式
テ
ー
マ『
縁　

～
あ
り
が
と
う
を
胸
に
歩
む
～
』
を
設
定
し
ま

し
た
。
人
は
家
族
、
友
達
、
地
域
の
方
々
、
先
生
方
な
ど
、
た
く
さ

ん
の「
縁
」
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。
成
人
式
を
機
に
、
今
ま
で
支

え
て
く
れ
た
周
り
の
人
達
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
改
め
て
感
じ
、
そ

の
存
在
が
当
た
り
前
で
な
い
と
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を「
あ
り
が
と
う
」
を
胸
に
歩
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
の
思

い
か
ら
、一
生
に
一
度
の
記
念
と
な
る
成
人
式
を
実
行
委
員
で
企
画
・

運
営
し
て
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
委
員
長
の
成
瀬　

憲
伸
さ
ん
か
ら「
一
人
一
人
が
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
名
実
と
も
に
大
人
と
認
め
ら

れ
る
よ
う
、
何
事
に
も
挑
戦
し
、
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
」
と
誓
い

の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
し
て
中
学
校
時
代
の
夢
を
思
い

出
し
た
り
、
成
人
の
主
張
で
今
後
の
目
標
や
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
た

り
す
る
な
ど
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

来
年
に
備
え
、
次
回
成
人
式
を
迎
え
る
人
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
、
活
躍
し
ま
し
た
。

記
念
写
真
撮
影
や
懇
談
会
会
場
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
し
た

仲
間
・
恩
師
の
先
生
と
、
昔
を
懐
か
し
ん
だ
り
、
現
状
の
報
告
を
し

た
り
と
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
が
志
を
高
く
も
た
れ
、
今
後
益
々
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

オープニングアトラクション

誓いのことば 会場の様子

成人の主張 成人式実行委員会の皆さん

記念品贈呈

タイムカプセル開封

懇談会

テーマ　『縁　～ありがとうを胸に歩む～』

～次世代を担う揖斐川町の新成人が、仲間と共に喜びと志を胸に～

平成31年　揖斐川町成人式 開催
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１
月
13
日（
日
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
、
平
成
31
年
揖
斐
川
町
消
防
出
初

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
関
係
者
約
５
０
０
人
が
集

ま
っ
た
出
初
式
で
は
、
分
列
行
進
や
観
閲
、

機
械
器
具
点
検
、
北
方
分
団
に
よ
る
階
梯
操

法
、
小
島
分
団
に
よ
る
腕
用
ポ
ン
プ
操
法
が

披
露
さ
れ
、
防
火
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
団
長
訓
示
の
ほ
か
、
功
労
者

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

平
成
31
年
揖
斐
川
町
消
防
出
初
式

～
防
火
防
災
の
意
識
を
高
め
、

　
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
～

▲腕用ポンプ操法の披露

◆岐阜県知事表彰
◇特別功労章………………………１人
団 長	 野原　　徹（本部）
◇永年勤続功労章…………………６人
副分団長	 小椋　貴寿（坂上）
団 員	 立川　賢二（六合）
団 員	 杉山　大輔（久瀬）
団 員	 竹中　　徹（久瀬）
団　　員	 前川　一明（坂内東部）
団　　員	 高橋　利彦（本部）
◇勤続功労章………………………３人
副分団長	 勇　　久彦（坂内西部）
副分団長	 髙橋　正二（坂内東部）
団　　員	 白川　智明（美束）
◇功労章……………………………16人
分 団 長	 藤原　尚毅（中央）
分 団 長	 田中　　誠（藤橋）
副分団長	 髙橋　栄一（北方）
副分団長	 横山　健介（坂下）
副分団長	 林　　秀憲（六合）
部　　長	 駒月　利彦（六合）
部　　長	 小森　陽治（坂内東部）
班　　長	 所　　英二（六合）
班　　長	 高橋　角生（小津）
団　　員	 寺田　啓起（坂上）
団　　員	 横山　宏昭（坂下）
団　　員	 新川　道男（美束）
団　　員	 高橋　宏樹（小津）
団　　員	 松久　秀紀（本部）
団　　員	 矢野陽一郎（本部）
団　　員	 宗宮　孝臣（本部）
◇消防団員優秀家族賞……………４人

◆岐阜県消防協会長表彰
◇勤労章【20年】……………………12人
副 団 長	 清水　隆広（本部）
分 団 長	 河瀬　幸弘（北方）

分 団 長	 神原たくみ（横蔵）
分 団 長	 所　　信宏（六合）
副分団長	 河合　賢作（名礼）
班 長	 新川　育弘（美束）
班　　長	 杉山　　茂（久瀬）
団　　員	 山本　幸浩（坂上）
団　　員	 所　　敬一（六合）
団　　員	 藤原　利男（美束）
団　　員	 高橋　哲也（小津）
団　　員	 松久　秀紀（本部）
◇勤労章【15年】……………………15人
◇功績章……………………………12人

◆岐阜県少年消防クラブ運営指導協議会長表彰
◇竿頭綬　北和中学校少年消防クラブ

◆揖斐郡消防協会長表彰
◇功労章……………………………16人
◇勤労章……………………………20人
◇功績章……………………………21人

◆町長表彰
◇町長特別功労章…………………46人
分	団	長	 竹中　隆二（大深）
分	団	長	 白川　春樹（美束）
分	団	長	 杉本　慎治（久瀬南部）
分	団	長	 田中　設夫（坂内東部）
副分団長	 戸田　裕二（小島）
副分団長	 須原　万敦（脛永）
部　　長	 高橋　藤康（北方）
部　　長	 矢野健太郎（名礼）
部　　長	 長柄　茂樹（大深）	 　
部　　長	 西脇　幹二（大深）
部　　長	 寺田　成寿（坂下）
部　　長	 森　　範行（六合）
部　　長	 佐名　英樹（六合）
部　　長	 川村　拓也（中央）
部　　長	 金崎　浩司（美束）

部　　長	 杉坂　好洋（坂内西部）
部　　長	 細野　朋洋（本部）
班　　長	 小寺　義仁（中央）
班　　長	 小寺　　武（中央）
班　　長	 藤原　　篤（中央）
班　　長	 大久保利文（中央）
班　　長	 高橋　和弥（久瀬南部）
班　　長	 山口　裕誠（坂内東部）
班　　長	 林　　将史（本部）
団　　員	 山岸　大司（大深）
団　　員	 國枝　将弘（坂上）
団　　員	 國枝　義人（坂下）
団　　員	 髙橋　　淳（坂下）
団　　員	 所　　尊綱（六合）
団　　員	 藤田　博正（中央）
団　　員	 駒月　光明（美束）
団　　員	 駒月　雅樹（美束）
団　　員	 伊藤　敬二（美束）
団　　員	 高橋　達弥（小津）
団　　員	 中川　正典（藤橋）
団　　員	 澤崎　哲也（坂内西部）
団　　員	 今枝　文雄（坂内西部）
団　　員	 中井　正文（坂内西部）
団　　員	 山口　勝彦（坂内東部）
団　　員	 平野　克彦（坂内東部）
団　　員	 小寺　淳一（本部）
団　　員	 高橋　康弘（本部）
団　　員	 加納　和貴（本部）
団　　員	 高橋　正宗（本部）
団　　員	 宮脇　憲輔（本部）
団　　員	 松原　和哉（本部）
◇功労章（消防団）…………………32人
◇功労章（女性防火）………………４人
◇感謝状…北方小学校少年消防クラブ

◆団長表彰…………………………36人

◆女性防火クラブ会長表彰………31人
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春
日
小
学
校
で
は
毎
年
貝
原
棚
田
に
お
け

る
米
作
り
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
学
期
に
田
植
え
や
草
取
り
、
二
学
期
に

稲
刈
り
や
は
ざ
か
け
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

児
童
と
保
護
者
が
、
共
に
春
日
の
自
然
に
触

れ
、
先
人
の
知
恵
や
苦
労
、
喜
び
を
体
験
し

た
り
、
仲
間
と
共
に
協
力
し
て
成
し
遂
げ
る

達
成
感
を
味
わ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

12
月
7
日（
金
）
に
は
、
収
穫
し
た
お
米

で
お
に
ぎ
り
を
作
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
方

を
お
招
き
し
て「
感
謝
の
会
」
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
環
と
し
て

「
親
子
し
め
縄
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
活
動
は
、
毎
年
児
童
の
祖
父
を
講
師
に
招

い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
親
子
が
力
を
合
わ
せ

て
、
各
家
庭
に
飾
る
し
め
縄
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

春
日
小
学
校
で
は
、
ふ
る
さ
と
に
根
付
い

た
活
動
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
心
豊
か
に
学

び
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
子
を
育
て
て
い

ま
す
。

12
月
18
日（
火
）、
揖
斐
川
町
役
場
公
室

で
、
揖
斐
地
区
交
通
安
全
協
会
の
久く

保ぼ

田た

一か
ず

成な
り

協
会
長
か
ら
町
立
小
中
学
校
お
よ
び
養
基

小
学
校
の
児
童
生
徒
に
、
交
通
安
全
グ
ッ
ズ

と
し
て
靴
に
貼
付
す
る
反
射
材
１
，
６
３
４

セ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
協
会
が
年
末
の
交
通
安
全
県

民
運
動
期
間
中
に
お
け
る
交
通
安
全
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
、
揖
斐
郡
内
の
児
童
生
徒

に
交
通
安
全
意
識
を
さ
ら
に
高
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

久
保
田
協
会
長
か
ら
目
録
を
手
渡
さ
れ
た

富
田
町
長
は
、「
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

交
通
事
故
を
減
ら
し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

12
月
19
日（
水
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
、
平
成
30
年
に
叙
勲
・
褒
章
を
受

章
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

発
起
人
を
代
表
し
富
田
町
長
が
受
章
者
の

功
績
を
紹
介
し
、
出
席
者
が
そ
の
功
績
を
称

え
ま
し
た
。

平
成
30
年
に
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
さ
れ
た

の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

《
旭
日
双
光
章
》
志し

邑む
ら　

美よ
し

弘ひ
ろ

さ
ん

《
瑞
宝
双
光
章
》
新あ
ら

井い　

國く
に

男お

さ
ん

《
瑞
宝
単
光
章
》
松ま
つ

尾お　

和か
ず

男お

さ
ん

《
瑞
宝
双
光
章
》
萩は
ぎ　
　

凱よ
し

次じ

さ
ん

《
旭
日
単
光
章
》
太お
お

田た　

恒つ
ね

雄お

さ
ん

12
月
19
日（
水
）、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
姿
に

扮
し
た
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員

が
町
内
幼
児
園
等
を
訪
問
し
、
園
児
た
ち
に

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を

与
え
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
姿
の
会
員
が
登
場
す
る

と
園
児
た
ち
は
大
喜
び
で
、「
ど
こ
か
ら
来

た
の
？
」
や「
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
？
」

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

ブ
ー
ツ
に
入
っ
た
お
菓
子
と
と
ん
が
り
帽

子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
さ
れ
る
と
、
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
、「
サ
ン
タ
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
。」
と
元
気
に
お
礼
を
言
い
、
来
年

も
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
に
来
て
く
れ
る
よ
う

に
お
願
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

叙
勲
褒
章
祝
賀
会

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
園
児
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
し
た

貝
原
棚
田
で
の
米
作
り
活
動
と

親
子
し
め
縄
作
り

揖
斐
地
区
交
通
安
全
協
会
か
ら

児
童
生
徒
に
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
寄
贈

▲祝賀会に出席された受章者
左から２人目 新井國男さん、右から３人目 萩　凱次さん、
右から２人目 太田恒雄さん

▲親子でしめ縄作りに挑戦

▲プレゼントを受け取る園児

▲交通安全グッズ目録受け取りの様子
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谷
汲
公
民
館

《
ド
ッ
ジ
＆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　

楽
し
も
う
！
》

◆
日　
　

時　

２
月
22
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

19
時
～
21
時

◆
集
合
場
所　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
持
ち
物　

上
靴

公
民
館
活
動

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
報
告
会
・
激
励
会

　

大
会
に
出
場
さ
れ
た
団
体
の
報
告
会
・

激
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
16
回
県
中
学
一
年
生
軟
式
野
球
大
会

優　

勝

東
海
ア
ン
ダ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会

大
和
小
学
校
６
年

　

林は
や
し　

賢け
ん

新し
ん

さ
ん

（
上
南
方
）

揖
斐
川
・
北
和
中
学
校

チ
ー
ム

11
月
23
日（
金
）、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

や
健
康
づ
く
り
の
実
践
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
前
を
発
着
と
し
た
、
城
台
山
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
回
は
、
同
日
開
催
さ
れ
た「
城
台
山
町

並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
同
じ
コ
ー
ス
を
利

用
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ス
タ
ー
ト
前
に
講
師
か
ら
正

し
い
歩
き
方
の
指

導
を
受
け
た
後
、

各
々
の
ペ
ー
ス
で

ポ
ー
ル
を
利
用
し

た
全
身
運
動
を
体

感
し
な
が
ら
、
町

並
み
や
、
深
ま
り

ゆ
く
秋
の
城
台
山

を
満
喫
し
ま
し

た
。

城
台
山
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

▲ノルディック・ウォーキングを楽しむ参加者

12
月
16
日（
日
）、
揖
斐
川
健
康
広
場
ア

リ
ー
ナ
で「
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
町
民
の
交
流
と
健
康
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
町
内
各
地
区
か
ら
12
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

サ
ー
ブ
や
レ
シ
ー
ブ
、
ア
タ
ッ
ク
な
ど
の

真
剣
な
プ
レ
ー
の
中
に
も
、
チ
ー
ム
内
に
は

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
一
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
の
リ
ー

グ
戦
に
よ
り
多
く
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
町

民
同
士
の
交
流
が
深
ま
る
有
意
義
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

⃝

試
合
結
果

優　

勝　
　

ル
イ
ち
ゃ
ん
と
ゆ
か
い
な

　
　
　
　
　

仲
間
た
ち（
谷
汲
）

準
優
勝　
　

北
方
一
区  

三　

位　
　

チ
ー
ム
春
日

平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

▲優勝したルイちゃんとゆかいな仲間たちチーム

自　衛　官　等　募　集　案　内
募集種目 受験資格 受付期間 試験期日 合格発表

予備自衛官補
（一般）

18 歳以上
34 歳未満の者

第１回
2019 年１月７日

～４月 12 日

第２回
2019 年７月１日

～９月 13 日

第１回
2019 年４月 20 日

～４月 24 日のうち 1 日

第２回
2019 年 10 月５日

～ 10 月８日のうち 1 日

第１回
2019 年５月 17 日

第２回
2019 年 11 月８日

予備自衛官補
（技能）

18 歳以上で保有する
技能に応じ 53 歳～ 55
歳未満の者

※予備自衛官補（一般・技能）については、第１回で採用予定に達した場合、第２回は実施しない場合があります。
※お問い合せ　「自衛隊岐阜地方協力本部 大垣地域事務所」大垣市林町５－ 18 光和ビル２階　℡ 0584 － 73 － 1150
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平成30年度　あったかい言葉　50撰
　揖斐川町青少年育成町民会議主催で、あったかい言葉を募集しました。合計2,361作品の応募があり、そ
の中で50作品を選出しました。そのうちのいくつかを紹介します。 

小島小学校　６年　須甲　真央　さん
私がうれしくなれた、がんばろうと思えたのは、給食の後のパントリーでのことです。自分の当番だか
らやっているし、あたり前と思っているけれど、石橋先生は、「ありがとう。すごく助かるよ。」と言って
くれます。あたり前のことをしただけでもあったかくなれると分かりました。
谷汲小学校　１年　ばば　くるみ　さん：「ありがとう」
いつもおいしいごはんをつくってくれて、ありがとう。ならいごとでおくりむかえをしてくれているか
らありがたいなとおもいました。おかあさん、ありがとう。
谷汲小学校　６年　國枝　祐杏　さん：「あと少し！がんばれ !!」
夏休み、暑い中毎日一輪車の練習をする弟。なかなかうまく乗れなくて、あきらめそうになる弟に、「あ
と少し！がんばれ！！」と声をかけると、かたづけようとした一輪車にまた乗り始める。ぼくは、弟の手
をつないで、練習につきあっている。
春日小学校　４年　田口　照　さん：「どんまい、どんまい」
友達とバスケットボールをやっていたら、ぼくがシュートをはずしました。そしたらみんなが、「どん
まい、どんまい。」と声をかけてくれました。ぼくは、その言葉を聞いて今度はがんばるぞと元気がわい
てきました。ぼくもみんなに、「どんまい、どんまい。」と言いたいです。
揖斐川中学校　１年　清水　大翔　さん：「あいさつの大切さ」
ぼくが学校から帰って「ただいま」と言ったら、両親から「学校、おつかれさま」と言われて、とても
うれしかったです。次の日、両親が仕事から帰ってきたときに、今度はぼくから「おつかれさま」と言っ
たら、心がとてもあたたかくなりました。
揖斐川中学校　２年　伊藤　帆夏　さん：「俺が相談にのるから。」
何か困ったことがあったらいつもお父さんかお母さんに聞いてもらっていたけど、お兄ちゃんが、「い
つでも俺が相談にのるよ。」と言ってくれた時はすごくうれしかったです。歳が近いので、すごく相談し
やすいです。
揖斐川中学校　３年　藤野　凜　さん：「がんばれ」
私が受験についてなやんで落ちこんでいた時に、まだ言葉を覚えたばかりのいとこが、「りん、がんば
れぇ」と言って、あめをくれました。その時、私はあきらめずにがんばろうと思えました。ありがとう。
元気に大きく育ってね。
北和中学校　１年　𠮷田　萌花　さん
病院に行っていて学校にちこくしたときに友達が、「どうしたの？大丈夫だった？」と声をかけてくれ
る。自分を心配してくれる優しい友達がたくさんいて、心があったかくなる。大切に想ってくれる友達は、
私にとって宝物になった。
北和中学校　２年　小林　昴　さん：「がんばってこい」
ぼくがサッカーに行く前に、必ず親が「がんばってこい」と言います。単純な言葉のように思えるけど、
この言葉は応援されてるんだって感じてとてもがんばれるんだ。つらい時は、この言葉に背中を押されて
いるよ。
北和中学校　３年　林　真由香　さん：「ただいま」
私は家が好きだ。家に帰ってくるとホッとする。だから必ず元気な声で、「ただいま」と言う。すると、

「おかえり」とお母さんの声が返ってくる。それを聞くと、またホッとする。
谷汲中学校　２年　和田　慎也　さん
時間があると「キャッチボールしよっか！」と言ってくれる父。外の気温は 40度なのに、それ以上に
ぼくの心はうれしくて熱くなっている。
谷汲中学校　３年　高木　琉衣　さん
　「めんどくさい」が口ぐせの私に、「めんどくさいからは何も始まらないよ！」と怒るばあちゃん。
決めた。明日から「めんどくさい」卒業するね。
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

揖
斐
川
図
書
館 

お
す
す
め
の
絵
本

　

ひ
と
り
で
遊
ぶ
ド
ン
ド
ン
は
、
あ
る

日
駄
菓
子
屋
で
色
と
り
ど
り
の
あ
め
だ

ま
を
手
に
入
れ
る
。
口
に
入
れ
る
と
、

突
然
ま
わ
り
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
！

年
老
い
た
イ
ヌ
や
、
今
は
亡
き
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
の
心
の
声
を
聞
く
う
ち
、

ド
ン
ド
ン
の
心
に
も
変
化
が
訪
れ
…
。

あ
め
だ
ま

　
　
　
　
／
ペ
ク
　
ヒ
ナ
　
作

　
　
　
　
　
長
谷
川
　
義
史
　
訳

 

揖
斐
川
図
書
館
新
着
図
書
紹
介

一
般
書

・
白
崎
裕
子
の
料
理
と
お
や
つ 

白
崎　

裕
子

・
水
曜
日
の
手
紙 

森
沢　

明
夫

・
聖
者
が
街
に
や
っ
て
来
た 

宇
佐
美
ま
こ
と

・
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
科
学
す
る　

 

笹
原　

和
俊

・
ば
け
ば
け 

那
須　

正
幹

ほ
か

児
童
書

・
ま
め
と
す
み
と
わ
ら 

せ
な　

け
い
こ

・
わ
た
し
の
お
じ
さ
ん
の
ロ
バ 

 

ト
ビ
ー
・
リ
ド
ル

・
と
ろ
と
っ
と 

西
村　

繁
男

ほ
か

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

未
就
園
児
読
書
推
進
事
業

～
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
シ
ョ
ー
～

■
日　

時　

２
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場　

所　
揖
斐
川
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
出　

演　

Ｋ
ｅ
ｉ

■
内　

容　

当
日
の
お
楽
し
み

■
定　

員　

１
２
０
人

　

入
場
料
は
無
料
で
す
が
、
参
加
ご
希
望
の

方
は
揖
斐
川
、
谷
汲
図
書
館
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
窓
口
申
込
み
）

※
受
付
は
、
２
月
１
日（
金
）
か
ら
で
す
。

お
は
な
し
会
の
会
場
変
更
の
お
知
ら
せ

　

今
月
の
お
は
な
し
会
は
、
２
月
２
日（
土
）

10
時
30
分
か
ら
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も

も
の
和
室
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
日
は
、
年

に
一
度
の
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
で
す
。
親

子
で
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
下
さ
い
。

貸
出
点
数
増
量
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

７
日（
木
）
か
ら
町
内
の
図
書
館
が
蔵
書

点
検
の
た
め
、
順
次
休
館
し
ま
す
。
長
期
の

休
館
中
も
、
図
書
を
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う

に
、
貸
出
点
数
を
通
常
の
２
倍
に
し
ま
す
。

期
間
…
１
月
29
日（
火
）
～
２
月
10
日（
日
）

２
月
の
休
館
日 

■
毎
週
月
曜
日

■
12
日（
火
）

蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館
日

　

年
に
一
度
の
蔵
書
点
検
の
た
め
、
次
の
日

程
で
休
館
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

揖
斐
川
図
書
館

　

２
月
12
日（
火
）
～
２
月
15
日（
金
）

谷
汲
図
書
館

　

２
月
7
日（
木
）・
8
日（
金
）

 

谷
汲
図
書
館
新
着
図
書
紹
介

一
般
書

・ 

沢
村
さ
ん
家
の
そ
ろ
そ
ろ
ご
は
ん
で
す
ヨ

 

益
田　

ミ
リ

・
自
分
で
治
す
！
頻
尿
・
尿
も
れ　

 

関
口　

由
紀

・
有
村
家
の
そ
の
日
ま
で 

尾
崎　

英
子

・
お
ば
ち
ゃ
ん
介
護
道 

山
口
恵
似
子

・
休
日
が
楽
し
み
に
な
る
昼
ご
は
ん

 

小
田
真
規
子

・
毎
日
ラ
ク
ラ
ク
！
中
高
生
の
お
弁
当
３
０
４

 

成
沢　

正
胡

・
か
わ
い
い
市
場 

リ
イ
ド
社

・
い
の
ち
い
ろ
は
ノ
ー
ト 

日
野
原
重
明

・
皆
殺
し
の
家 

山
田　

彩
人

ほ
か

児
童
書

・
ゆ
き 

は
た
こ
う
し
ろ
う

・ 

わ
る
も
の
パ
パ
の
だ
い
だ
い
だ
ー
い
フ
ァ
ン

 

板
橋　

雅
弘

・
あ
ず
き 

荒
井　

真
紀

・
徂
徠
ど
う
ふ 

宝
井　

琴
調

・
じ
ぶ
ん
で
よ
め
る
い
き
も
の
ず
か
ん

 

成
美
堂
出
版

・
日
本
鉄
道
地
図
鑑 

地
理
情
報
開
発

ほ
か

（
に
こ
に
こ
文
庫
か
ら
）

揖
斐
川
図
書
館 

お
す
す
め
の
本

　

法
務
官
僚
の
神
谷
が
殺
さ
れ
た
。
警

察
庁
警
備
局
の
隼
瀬
は
神
谷
が
日
米
合

同
委
員
会
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、〝
キ

ン
モ
ク
セ
イ
〟
と
い
う
謎
の
言
葉
を
残

し
て
い
た
事
実
を
探
り
当
て
る
が
…
。

警
察
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
小
説
。

『
週
刊
朝
日
』
連
載
を
単
行
本
化
。

キ
ン
モ
ク
セ
イ

／
今
野
　
敏
　
著

※ 

図
書
の
紹
介
文
は
（
株
）
図
書
館
流
通
セ

ン
タ
ー
発
行
「
週
刊
新
刊
全
点
案
内
」
よ

り
引
用
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揖
斐
川

　
　
　

２
月
の
予
定

５
日（
火
）	

♪
さ
く
ら
ん
ぼ
交
流（
Ｈ
29
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
ひ
な
祭
り
の
制
作
遊
び
】

７
日（
木
）	

♪
い
ち
ご
交
流（
Ｈ
28
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
ひ
な
祭
り
の
制
作
遊
び
】

８
日（
金
）	

♪
り
ん
ご
交
流（
Ｈ
27
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
ひ
な
祭
り
の
制
作
遊
び
】

14
日（
木
）	　

発
育
測
定　

９
時
～
10
時
15
分
受
付
終
了

	

　
【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

16
日（
土
）	　
第
３
土
曜
日
開
館
日（
午
後
は
通
常
開
館
し
て
い
ま
す
）

	

♪
す
く
す
く
読
み
聞
か
せ
講
座
を
午
前
中
開
催

	

　
（
予
約
の
方
対
応
）

19
日（
火
）	

♥
お
話
ル
ー
ム

	

　
【
お
話
の
会
ま
ど
さ
ん
に
よ
る
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
他
】

	

♪
２
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会

21
日（
木
）	

♪
お
や
つ
指
導

22
日（
金
）	

♪
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

	

　
【
ダ
ン
ス
で
Ｇ
Ｏ
】

26
日（
火
）	

♪
ひ
よ
こ
交
流（
Ｈ
30
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
ひ
な
祭
り
の
制
作
遊
び
】

＊
当
日
参
加
可
能
な
行
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
子
育
て
相
談
は
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊�

行
事
の
申
込
み
は
、
前
月
の
中
頃
よ
り
実
施
日
前
日
ま
で
、
揖
斐

川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
電
話
予
約

不
可
）

♥
は
要
申
込
み　

♪
は
要
申
込
み
で
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

育
児
相
談
日������������������������������������

毎
週
月
曜
日�

９
時
～
16
時

児
童
発
達
支
援
事
業
所
「
い
び
が
わ
ア
ッ
プ
ル
」

　
　
　
　
　
　

������������������

月
～
金
曜
日�

８
時
30
分
～
17
時
15
分

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
か
ぶ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　

����������������������������������

第
２
月
曜
日�

13
時
～
15
時

※
詳
細
は
、℡
０
５
８
５
ー
２
３
ー
１
１
３
６
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

～育児・発達相談～

～★子育て支援センターには楽しいことがいっぱい★～

　支援センターで「ままごと遊び」を通して社会性を培っています。
　お母さんに抱かれて周囲の様子を見ていたお子さんが、大好きなお母さんから離れて遊びに夢中にな
れるのが「ままごと遊び」です。０歳児さん・１歳児さん・２歳児さんと年齢が違っても食べる真似をし
たり調理する真似をしたりして、友だちと関わる楽しさを感じる遊びです。
　ままごと遊びを通して言葉が増えます。「もぐもぐ」「どうぞ」「おいしい」など、子ども達が遊ぶ中で
習得する言葉や大人の言葉かけに対して「あまーい」「すっぱい」「にがい」などの味覚に対しての言葉など、
受容的・応答的な関わりの下で何かを伝えようとする意欲が育ちます。センターで出会った友達や大人
と関わることで、関わる力の基礎を培っていきます。
　家庭とは違った異年齢の環境で過ごす支援センターへ遊びに来てください。

日　時　２月23日（土）　10時～12時
場　所　揖斐川子育て支援センター
対　象　言葉が出ない、言葉が不明瞭、自分の思いがうまく話せないなどの困りごとがある子どもの保護者　等
定　員　16人（事前申込みが必要です。）
【申込み・お問い合せ】　児童発達支援事業所　いびがわアップル　℡23-1136

～ 言葉の相談会のご案内 ～
児童発達支援事業所だより
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出
前
保
育

●「
栄
養
い
っ
ぱ
い
！
笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
」

～
た
に
ぐ
み
幼
児
園
～

　

４
月
か
ら
園
の
畑
を
利
用
し
て
５
歳
児
は
菜

園
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
栽
培
を
し
て
い
く

中
で
、「
お
み
ず
い
っ
ぱ
い
あ
げ
な
い
か
ん
」「
く

さ
と
ら
な
や
さ
い
に
え
い
よ
う
が
い
か
な
い
よ

ね
」
な
ど
と
お
い
し
い
野
菜
を
育
て
る
為
に
必

要
な
条
件
を
子
ど
も
達
な
り
に
気
づ
き
、
今
は

冬
野
菜
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
畑
で
育
っ
た
小
松
菜
を
使
っ
て
お
好

み
焼
き
作
り
を
し
ま
し
た
。
生
地
の
中
で
混
ざ
っ

て
い
く
小
松
菜
を
見
て
「
き
れ
い
な
い
ろ
」「
え

い
よ
う
い
っ
ぱ
い
や
ね
」
と
楽
し
そ
う
な
会
話

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
達
で
育

て
た
野
菜
な
の
で
他
の
ク
ラ
ス
の
子
に
も
食
べ

て
も
ら
お
う
と
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
も
同
時
に

開
催
し
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
お
好
み
焼
き

を
並
べ
て
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
お
こ
の

み
や
き
は
い
か
が
で
す
か
」
と
大
忙
し
の
５
歳

児
で
し
た
が
、
他
の
ク
ラ
ス
の
子
か
ら
も
「
あ

り
が
と
う
」「
お
い
し
か
っ
た
よ
」
と
あ
た
た
か

い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。「
つ
ぎ
は
だ
い
こ
ん
つ
か
っ
て
お
で

ん
に
し
よ
う
」
と
早
く
も
次
回
の
チ
ャ
イ
ル
ド

ク
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

菜
園
活
動
を
通
し
て
、
畑
作
り
、
栽
培
、
収
穫
、

調
理
な
ど
を
経
験
し
、
野
菜
を
育
て
る
こ
と
の

大
変
さ
を
学
ぶ
と
同
時
に
当
た
り
前
の
よ
う
に

口
に
し
て
い
る
食
べ
物
に
対
し
て
の
感
謝
の
気

持
ち
が
育
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
そ

し
て
、
体
を
一
杯
動
か
す
こ
と
で
お
腹
が
空
く
感

覚
を
養
い
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
幸
せ

を
こ
れ
か
ら
も
感
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日 曜 実　施　場　所　・　内　容

6 水
★　�出前保育：清水公民館（制作遊び）

★♪�揖斐幼稚園開放日　幼稚園へ要申込み　℡22-6008

13 水 　　�町立幼児園：なかよしタイム（園庭などを開放しています）

★　�出前保育：揖斐公民館（制作遊び）

27 水 　　�町立幼児園：なかよしタイム（園庭などを開放しています）

◇�幼児園への出前保育は、当地区在住者のみ参加可能です。
◇�★印は、どの地域の方も利用できます。♪は要申込みです。
◇�居住地域外のなかよしタイム参加希望者は当園へお問い合せください。
◇�開設時間　　　9時30分～11時 30分
◇�ホームページ　揖斐川町（幼児園含）� http://www�town�ibigawa�gifu�jp/
�　　　　　　　　揖斐幼稚園� http://www�ibi-youchien�ed�jp/

２月の地域子育て支援　未就園児親子の皆さんを待っています

～
地
域
で
相
談
と

遊
び
の
場
を
設
置
～

☆ 子育て支援センターは、子ども（０～ 18 歳未満）のあらゆる相談窓口です。
☆ いびがわアップルは、子どもの発達相談窓口です。
　　　　 子育て支援センター・いびがわアップル　℡（0585）23 ー 1136
＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

睡眠時間をはじめとして、１日の生活リズ
ムは規則正しくが基本です。人間の体は太陽
と共に生活するようにできているので、成長
盛りの子どもにはリズムのある生活が大切で
す。
朝食を食べない・夜更かしをするなど乳幼
児に不適切な生活を送っていると集団生活に
入ってから活力のない子どもになりがちです。
子ども達が、園生活・学校生活が楽しくな
いと感じないように、「早寝・早起き・朝ご
はん」の生活を心がけましょう。

就園・就学に向けて生活のリズ
ムをつくりましょう。

料
理
教
室

【
11
月
20
日　

谷
汲
公
民
館
】

園
児
と
ふ
れ
合
い
遊
び
を
し
ま
し
た

【
11
月
13
日　

お
じ
ま
幼
児
園
】

早寝・早起き・朝ごはん

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館
日

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　

　
第
３
土
曜
日

※
休
館
日
　
土
・
日
曜
日
　
祝
日

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
ピ
ッ
コ
ロ
」を

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
幼
児
園
・
図
書
館
・
公
民
館
・
保

健
セ
ン
タ
ー
・
役
場
・
振
興
事
務
所
・
町
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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平成30第６回揖斐川町議会定例会が、12月７日から14日までの８日間の会期で開催されました。
初日には条例案件４件、予算案件７件、その他案件４件の議案が提出され、町長から提案理由の説
明が行われました。このうち１議案を承認・同意し、残る14議案の審査は各常任委員会に付託されま
した。
また、議員発議により提出された条例案件２件「揖斐川町議会議員定数条例の一部を改正する条例」

「揖斐川町議会委員会条例の一部を改正する条例」については、同日可決されました。
10日には総務文教、11日には民生建設の各常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審査
が行われました。
13日の定例会２日目には、３名の議員が一般質問を行いました。
最終日の14日には、付託された議案の審査結果が各常任委員長から報告され、質疑・討論・採決が
行われ、すべての議案が原案どおり可決されました。
本定例会に提出された案件の主な内容、また一般質問および答の要旨は次のとおりです。

条
例
案
件

 

○
揖
斐
川
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
30
年
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
町
議
会

議
員
の
期
末
手
当
を
０
．
０
５
月
分
引
き

上
げ
る
よ
う
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

○
揖
斐
川
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
30
年
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
常
勤
の

特
別
職
職
員
の
期
末
手
当
を
０
．
０
５
月

分
引
き
上
げ
る
よ
う
、
所
要
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
30
年
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
職
員
の

勤
勉
手
当
を
０
．
０
５
月
分
引
き
上
げ
、

給
料
表
を
改
定
す
る
な
ど
所
要
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

保
険
税
率
の
見
直
し
を
行
い
給
付
と
負
担

の
均
衡
を
図
り
、
安
定
し
た
運
営
を
行
う

た
め
、所
要
の
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

町
議
会
議
員
の
定
数
を
16
人
か
ら
15
人
と

す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

町
議
会
民
生
建
設
常
任
委
員
会
の
定
数
を

８
人
か
ら
７
人
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

予
算
案
件

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
）

補
正
額　

　
　

５
億
６
０
８
５
万
０
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　
　

１
４
３
億
３
４
０
５
万
３
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額　

８
５
５
８
万
６
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　

２
７
億
４
３
９
２
万
７
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
市
場
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　
　

６
０
万
３
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

１
１
１
０
万
３
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額　
　

４
３
２
万
６
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

８
７
２
１
万
１
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額　
　

７
３
８
万
５
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

８
億
２
４
１
４
万
８
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　

５
９
９
万
３
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

５
億
２
４
３
９
万
３
０
０
０
円

第６回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り

ここが聞きたい
一般質問

議員３名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知ら
せします。（紙面の都合上、質問及び
答弁は要約しています。）

平
井　
豊
司 

議
員

停
電
時
に
お
け
る
給
水
対
策
に
つ
い
て

　
今
年
の
台
風
21
号
に
よ
り
揖
斐
川
町
も
長

い
停
電
が
発
生
し
て
我
が
地
域
で
も
、
い
つ

も
な
ら
数
時
間
で
通
電
す
る
の
で
す
が
、
今

回
は
翌
朝
ま
で
電
気
が
こ
な
く
て
困
り
ま
し

た
。
町
内
の
他
の
地
域
で
は
、
数
日
停
電
が

続
い
た
所
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
の
居
住
地
域
は
、
貯
水
能
力
に
優
れ
て

い
て
、
そ
ん
な
中
で
も
水
道
が
使
え
る
状
態

で
し
た
。
町
の
普
段
か
ら
の
努
力
に
感
謝
す

る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
町
内
に
は
水
道
施
設
と
し
て
貯
水

タ
ン
ク
に
水
を
送
る
導
水
ポ
ン
プ
が
12
箇
所

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
台
風
21
号
に
よ
り
送
水

が
と
ま
り
、
断
水
に
よ
り
ポ
リ
タ
ン
ク
で
応

急
給
水
を
行
っ
た
所
が
南
部
簡
易
水
道
と
長

瀬
簡
易
水
道
の
区
内
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
長
時
間
に
わ
た
っ
て
の
断
水
を
経

験
し
た
事
が
な
か
っ
た
だ
け
に
、
住
民
の
方

か
ら
何
と
か
対
策
が
打
て
な
い
も
の
か
と
の

声
が
多
く
上
が
っ
て
い
ま
す
。
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ここが聞きたい
一般質問

議員３名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知ら
せします。（紙面の都合上、質問及び
答弁は要約しています。）

平
井　
豊
司 

議
員

停
電
時
に
お
け
る
給
水
対
策
に
つ
い
て

　
今
年
の
台
風
21
号
に
よ
り
揖
斐
川
町
も
長

い
停
電
が
発
生
し
て
我
が
地
域
で
も
、
い
つ

も
な
ら
数
時
間
で
通
電
す
る
の
で
す
が
、
今

回
は
翌
朝
ま
で
電
気
が
こ
な
く
て
困
り
ま
し

た
。
町
内
の
他
の
地
域
で
は
、
数
日
停
電
が

続
い
た
所
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
の
居
住
地
域
は
、
貯
水
能
力
に
優
れ
て

い
て
、
そ
ん
な
中
で
も
水
道
が
使
え
る
状
態

で
し
た
。
町
の
普
段
か
ら
の
努
力
に
感
謝
す

る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
町
内
に
は
水
道
施
設
と
し
て
貯
水

タ
ン
ク
に
水
を
送
る
導
水
ポ
ン
プ
が
12
箇
所

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
台
風
21
号
に
よ
り
送
水

が
と
ま
り
、
断
水
に
よ
り
ポ
リ
タ
ン
ク
で
応

急
給
水
を
行
っ
た
所
が
南
部
簡
易
水
道
と
長

瀬
簡
易
水
道
の
区
内
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
長
時
間
に
わ
た
っ
て
の
断
水
を
経

験
し
た
事
が
な
か
っ
た
だ
け
に
、
住
民
の
方

か
ら
何
と
か
対
策
が
打
て
な
い
も
の
か
と
の

声
が
多
く
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
提
案
で
す
が
、
12
箇
所
あ
る
送
水

ポ
ン
プ
を
災
害
時
だ
け
発
電
機
の
補
助
電
源

に
切
り
替
え
て
使
用
す
る
配
電
盤
の
方
式
に

変
更
し
、
現
在
あ
る
補
助
用
の
発
電
機
も
見

直
し
、
そ
し
て
12
箇
所
全
て
に
補
助
電
源
を

設
け
る
の
で
は
な
く
、
断
水
し
た
所
に
１
か

ら
２
機
の
発
電
機
を
流
用
し
て
送
水
ポ
ン
プ

を
動
か
す
補
助
電
源
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
そ

れ
を
総
合
的
に
保
証
し
て
く
れ
る
発
電
機
を

保
有
す
る
会
社
と
災
害
時
の
提
携
契
約
を
結

び
、
補
助
電
源
を
確
保
す
れ
ば
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
現
在
あ

る
、
ま
た
こ
れ
か
ら
や
ろ
う
と
し
て
い
る
補

助
電
源
確
保
に
有
す
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料

金
、
リ
ー
ス
料
金
、
発
電
機
の
設
置
料
金
等

の
削
減
が
望
め
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
他
に
良
い

方
策
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
お
伺
い
し
ま

す
。町 

長

　

今
回
の
台
風
21
号
の
影
響
に
よ
り
発
生
し

た
、
長
時
間
に
わ
た
る
停
電
に
つ
き
ま
し
て

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
な
ご
心
労
と
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
長
時
間
停
電
し
た
地
域
で
は
、
通
信

会
社
の
携
帯
電
話
基
地
局
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が

切
れ
、
携
帯
電
話
が
使
用
で
き
な
い
状
況
や

送
水
ポ
ン
プ
の
停
止
な
ど
に
よ
る
断
水
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

更
に
音
声
告
知
放
送
も
停
電
に
よ
り
使
用

で
き
な
く
な
る
な
ど
、
情
報
社
会
に
お
け
る

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
町
営
住
宅
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額　

１
２
４
９
万
６
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　
　

８
６
０
８
万
７
０
０
０
円

そ
の
他
の
案
件

○
揖
斐
川
町
ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
久
保
田
工
務
店

指
定
の
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
34
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
粕
川
ふ
れ
あ
い
市
場
生
産
物
直

売
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者

　

Ｄ
ｏ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
株
式
会
社

指
定
の
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
36
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
坂
内
産
地
形
成
促
進
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
久
保
田
工
務
店

指
定
の
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
36
年
３
月
31
日

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
仮
称
）
ふ
れ
あ
い
児
童
公
園　

第
２
期

整
備
工
事

契
約
金
額　
　

８
６
４
０
万
０
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方　
　

西
濃
建
設
株
式
会
社

11
月12

日　

第
７
回
議
会
運
営
委
員
会

12
日　

第
２
回
公
共
交
通
特
別
委
員
会

12
日　

第
１
回
下
水
道
特
別
委
員
会

12
日　

第
６
回議

会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

12
月７

日　

第
６
回
定
例
会
（
初
日
）

10
日　

第
４
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

11
日　

第
４
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

13
日　

第
６
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　

一
般
質
問

13
日　

第
１
回
土
地
施
設
特
別
委
員
会

14
日　

第
６
回
定
例
会
（
最
終
日
）

14
日　

第
５
回
全
員
協
議
会

14
日　

第
７
回議

会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

19
～
20
日　

議
会
視
察
研
修
会

議
会
活
動
報
告

議会視察研修会（経済産業省）
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町 

長

　

現
在
の
振
興
事
務
所
は
、
平
成
17
年
１
月

31
日
の
合
併
時
に
旧
５
村
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

合
併
は
、
日
常
生
活
圏
の
拡
大
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
や
地
方
分
権
に
対
応
し
た
自

治
体
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
、
厳
し
い
財
政
状

況
や
効
率
性
の
高
い
行
政
運
営
へ
の
新
た
な

対
応
と
し
て
、
１
町
５
村
に
よ
り
新
設
合
併

し
た
も
の
で
す
。

　

他
の
合
併
し
た
自
治
体
の
中
に
は
、
旧
の

自
治
体
に
は
出
張
所
を
設
置
す
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
住
民
が
利
用
し
や
す

い
、
身
近
な
行
政
機
関
の
設
置
が
必
要
と
考

え
、
揖
斐
川
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
あ
る
程

度
の
権
限
と
予
算
を
有
す
る
総
合
支
所
方
式

の
振
興
事
務
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

振
興
事
務
所
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

必
要
性
や
緊
急
性
等
を
検
討
し
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
事

業
に
予
算
配
分
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
権
限
に
つ
き
ま
し
て
も
、
通
常
ベ
ー

ス
で
あ
れ
ば
、
担
当
部
署
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
事
務
を
進
め
て
お
り
、
緊
急
時
に
お
い

て
は
振
興
事
務
所
の
判
断
で
対
応
す
る
な

ど
、
常
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
の
体
制
で
住
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は

で
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
中
、
適
正
な
職
員
の
定
員
管
理

も
含
め
、
行
財
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
合
併
の
効
果
、

日
間
に
及
ぶ
停
電
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
谷
汲
地
域
の
谷
汲
・
南
部
・
長
瀬

の
３
水
源
地
の
給
水
区
域
に
お
い
て
は
、
停

電
に
よ
り
送
水
ポ
ン
プ
が
稼
動
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
、
高
台
に
設
置
の
配
水
タ
ン
ク

へ
の
水
の
供
給
が
で
き
な
く
な
り
、
貯
水
量

が
減
少
し
、
断
水
と
い
う
事
態
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
停
電
が
町
外
も
含
め
広
範
囲
に

わ
た
り
発
生
し
、
中
部
電
力
か
ら
の
復
旧
見

込
み
な
ど
の
情
報
が
得
ら
れ
ず
、
復
旧
ま
で

に
時
間
を
要
す
る
事
が
予
測
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
ポ
リ
タ
ン
ク
で
の
応
急
給
水
を
行
い

ま
し
た
。

　

長
期
化
す
る
停
電
時
の
有
効
手
段
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
非
常
用
電
源
を
確
保
し
て
ポ

ン
プ
を
稼
動
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

非
常
用
発
電
機
は
、
配
水
タ
ン
ク
を
有
し
な

い
た
め
、
圧
力
を
加
え
て
直
接
給
水
し
て
い

る
𦙾
永
地
区
の
施
設
を
除
き
、
設
置
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
議
員
か
ら
は
、
停
電
時
の
対
応
と
し

て
補
助
電
源
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
は
と
の
ご

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
現
在
の
電
機
設

備
を
改
良
す
る
の
で
は
な
く
、
直
接
配
電
盤

内
の
機
器
と
非
常
用
発
電
機
を
接
続
し
対
応

す
る
の
が
、
最
も
有
効
な
方
法
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

非
常
用
発
電
機
の
調
達
に
つ
き
ま
し
て

は
、
先
ず
は
町
で
リ
ー
ス
調
達
を
検
討
し
、

調
達
が
不
可
能
な
場
合
に
は
、
揖
斐
川
町
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
一
般
社
団
法
人
揖
斐

建
設
業
協
会
に
資
機
材
の
調
達
要
請
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
揖
斐
川
町
水
道
組
合
と
も
防
災
業

務
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
に

応
じ
て
、
こ
ち
ら
に
も
要
請
等
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
部　
栄
一 

議
員

振
興
事
務
所
の
予
算
・
権
限
の
強
化
に
つ
い

て
　

今
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す

る
中
で
、
各
地
域
で
の
共
同
作
業
や
地
域
活

動
が
次
第
に
難
し
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
新
た
な
問
題
も
生

じ
て
お
り
、
行
政
に
対
す
る
要
望
も
一
段
と

増
加
、
ま
た
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
著
し
い
合

併
し
た
旧
村
の
各
地
域
で
は
、
こ
う
し
た
問

題
が
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
旧
村
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
振
興
事
務
所
は
地
域
の

拠
点
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
が
一
段
と
増
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
人
口
減
少
、
合
併
特
例
措
置

の
終
了
、
行
財
政
改
革
や
職
員
定
員
の
適
正

化
な
ど
に
よ
り
、
町
全
体
の
予
算
規
模
の
縮

小
、職
員
数
の
削
減
が
進
む
中
に
あ
っ
て
も
、

振
興
事
務
所
が
引
き
続
き
住
民
に
適
切
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
番
身
近
な
行
政
組
織
で
あ
る
振
興
事
務
所

の
予
算
と
権
限
を
、
今
以
上
に
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、

町
と
し
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

電
気
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
同
時
に
、

大
規
模
で
長
時
間
の
停
電
が
発
生
し
た
場
合

の
体
制
や
復
旧
支
援
と
い
っ
た
新
た
な
課
題

へ
の
対
応
が
、
求
め
ら
れ
た
災
害
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
早
速
幹
部
職
員

を
招
集
し
て
、
特
に
停
電
時
に
お
け
る
対
応

に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、
病
院
や
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
に
関
わ
る
施
設
を
優
先
し
て
復
旧
す
る

よ
う
中
部
電
力
に
位
置
図
を
提
供
す
る
こ
と

や
復
旧
作
業
の
支
障
と
な
る
倒
木
な
ど
の
除

去
を
町
内
の
業
者
に
依
頼
す
る
と
い
っ
た
停

電
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
方
針
に
つ
い
て
、

中
部
電
力
も
含
め
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
常
時
か
ら
情
報
交
換
や
相
互
連

携
を
行
う
た
め
、
中
部
電
力
と
揖
斐
川
町
、

関
係
機
関
等
で
構
成
す
る
協
議
会
の
設
立
に

つ
い
て
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
部
電
力
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
よ
う
に
、
大
規
模
停
電
対
策
と
し

て
、
18
項
目
の
対
策
を
盛
込
ん
だ
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
、
先
だ
っ
て
揖
斐
川
町

に
も
説
明
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
広
域
化
、
長
期

化
す
る
よ
う
な
停
電
時
の
対
応
を
、
中
部
電

力
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
停
電
時
に
お
け
る
給
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
担
当
部
長
よ
り
答
弁
さ
せ
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　

９
月
４
日
の
台
風
21
号
の
影
響
に
よ
り
揖

斐
川
町
も
広
範
囲
で
一
部
の
地
域
で
は
、
３
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総
務
部
長

　

平
成
26
年
４
月
15
日
に
揖
斐
川
町
と
い
び

川
農
業
協
同
組
合
と
の
間
で｢

災
害
時
に
お

け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
書｣

を
締
結

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
書
の
応
援
内
容
は
、
食
料
、
生

活
必
需
品
及
び
そ
の
供
給
に
必
要
な
資
機
材

の
調
達
、
町
の
要
請
に
よ
る
人
的
支
援
、
救

援
物
資
の
集
積
・
仕
分
け
に
必
要
な
施
設
の

提
供
、
農
地
等
被
害
状
況
調
査
に
必
要
な
職

員
派
遣
及
び
相
互
の
情
報
交
換
な
ど
で
す
。

　

災
害
時
に
共
同
で
対
応
す
る
体
制
は
構
築

済
み
で
す
の
で
、
今
後
は
、
よ
り
実
践
的
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
随
時
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
い
ま
す
。

特
に
台
風
21
号
は
揖
斐
川
町
に
お
い
て
も
土

砂
災
害
、
倒
木
等
大
き
な
災
害
と
な
り
ま
し

た
。

　

地
域
の
多
く
が
停
電
の
発
生
に
よ
り
、
夜

に
な
る
と
ロ
ー
ソ
ク
、
ラ
ン
タ
ン
等
、
今
ま

で
に
な
い
よ
う
な
不
安
な
生
活
を
体
験
し

て
、
改
め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
に
恐
怖

を
抱
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

停
電
時
間
は
、
中
部
電
力
の
供
給
配
線
に

よ
り
、
短
時
間
か
ら
長
時
間
と
差
が
あ
り
ま

し
た
。
携
帯
電
話
中
継
局
の
バ
ッ
テ
リ
ー
も

約
48
時
間
で
な
く
な
り
、
携
帯
電
話
の
通
話

も
不
通
に
な
り
、
テ
レ
ビ
等
も
映
ら
ず
情
報

が
何
も
入
っ
て
こ
な
い
状
況
が
続
き
ま
し

た
。

　

役
場
に
も
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
長
時
間
停
電
し

た
家
庭
で
は
不
安
の
解
決
方
法
が
役
場
へ
の

問
い
合
わ
せ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
経
験
を
生
か
し
、
安
全

安
心
な
暮
ら
し
が
で
き
る
揖
斐
川
町
と
す
る

た
め
に
、
広
報
無
線
、
音
声
告
知
放
送
が
使

用
で
き
な
い
状
態
で
の
連
絡
方
法
と
、
停
電

想
定
の
避
難
訓
練
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
の

考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

総
務
部
長

　

住
民
の
皆
さ
ま
へ
お
知
ら
せ
す
る
方
法
と

し
ま
し
て
、
通
常
時
は
音
声
告
知
放
送
に
よ

る
個
別
受
信
機
、
屋
外
マ
ス
ト
を
通
じ
て
の

連
絡
が
あ
り
ま
す
。

　

暴
風
雨
等
に
よ
る
停
電
で
行
政
の
通
信
施

設
が
利
用
で
き
な
い
場
合
に
つ
き
ま
し
て

は
、
職
員
が
直
接
、
各
区
長
さ
ん
や
消
防
団

に
連
絡
を
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
周
知
を

行
う
と
と
も
に
、
公
用
車
に
よ
る
広
報
も
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
常
時

か
ら
声
掛
け
を
行
う
な
ど
の
共
助
に
よ
る
情

報
伝
達
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

停
電
を
想
定
し
た
情
報
伝
達
訓
練
に
つ
き

ま
し
て
は
、検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
西　
政
美 

議
員

久
瀬
振
興
事
務
所
・
い
び
川
農
協
久
瀬
支
店

の
活
用
方
法
に
つ
い
て

　

久
瀬
振
興
事
務
所
と
い
び
川
農
協
久
瀬
支

店
が
同
一
敷
地
内
に
共
存
し
た
建
屋
が
完
成

し
ま
し
た
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
利
便
性

も
良
く
、
た
い
へ
ん
好
評
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
振
興
事
務
所
の
職
員
数
が
減
少
し

て
い
る
の
で
、
共
存
し
た
建
屋
は
た
い
へ
ん

あ
り
が
た
い
で
す
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
地
域
に
お
い

て
、地
域
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、

有
事
の
際
に
は
久
瀬
振
興
事
務
所
と
い
び
川

農
協
久
瀬
支
店
の
職
員
が
連
携
し
て
防
災
活

動
等
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。　

　

組
織
も
違
う
の
で
難
し
い
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
今
の
久
瀬
振
興
事
務
所
の
人
数

で
は
消
防
車
を
動
か
す
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
有
事
の
際
、
い
び
川
農
協
久
瀬
支
店
の

職
員
と
協
働
し
た
防
災
活
動
等
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

目
的
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
合
併
し
て
よ
か
っ

た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
状
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
部

長
よ
り
答
弁
さ
せ
ま
す
。

総
務
部
長

　

各
振
興
事
務
所
で
は
、
緊
急
の
案
件
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
合
併
当
初
か
ら
道
路
等
施

設
修
繕
費
を
予
算
措
置
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
執
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
揖
斐
川

町
事
務
決
裁
規
程
に
よ
り
所
長
決
裁
だ
け
で

は
済
ま
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
決

裁
規
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
３
月
に
改

正
を
行
い
、
振
興
事
務
所
長
の
専
決
事
項
の

額
の
上
限
を
引
き
上
げ
る
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

振
興
事
務
所
の
自
由
裁
量
で
使
え
る
予
算

は
、
使
途
が
明
確
で
な
い
こ
と
や
、
限
ら
れ

た
財
源
の
効
果
的
な
運
用
面
か
ら
適
切
で
は

な
く
、
基
本
的
に
緊
急
時
の
修
繕
費
な
ど
の

み
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
振
興
事
務
所
か
ら
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
効
果
的
な
事
業
の
提
案
が
あ

れ
ば
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し

な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
西　
政
美 

議
員

災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

　

今
年
は
多
く
の
台
風
が
発
生
し
ま
し
た
。
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2月のおたっしゃ教室日程　

と　　　き　３月23日（土）～６月10日（月） 　80日間（実公演64日）
と　こ　ろ　名古屋市中区栄　白川公園　特設会場
お問い合せ　木下大サーカス名古屋公演事務局
　　　　　　（３月17日まで）名古屋市中区錦３－２－４相互ビルディング７階 ℡052-961-0333
　　　　　　（３月18日から）名古屋市中区栄２丁目　白川公園　特設会場 ℡052-201-0045

社会福祉事業

木下大サーカス名古屋公演　開催 !!
～世界が感動した☆スーパーミラクルイリュージョン～

揖斐公民館 12日（火） 小島公民館 26日（火） 坂内高齢者
住宅はなもも

２月13日（水）、
２月27日（水）大和公民館 ５日（火） 北方公民館 19日（火）

清水公民館 28日（木） 脛永公民館 14日（木）

申込不要！参加費無料！

　町および揖斐広域連合は、医療と介護を必要とする高齢者が、自宅で最後を迎えられるよう支援をする
ため、昨年4月に「在宅医療介護連携推進協議会」を立ち上げました。この協議会は、医療や保健・福祉・
介護等の関係者が連携して、包括的・継続的に支援できる連携体制を構築することを目的とし、在宅医療
の推進や多職種連携などについて、関係者で検討会や研修会、住民向けの講演会等の企画を行っています。

揖斐川町地域包括支援センターによる
　「在宅医療・介護連携推進事業」の取組みについて

　12月1日（土）、地域交流センター「はなもも」で、福井県おおい町名
な

田
だ

庄
しょう

診療所長の中
なか

村
むら

伸
しん

一
いち

医師に
よる講演会を開催し、医療関係者や患者の家族等約400人の参加がありました。中村医師は、「自宅で最
後を迎えたい」と望む住民の声に寄り添い、現在までの15年間で亡くなられた患者の42％を在宅で看
取りをされました。講演では、医療関係者は患者の気持ちに寄り添い、支えることの大切さを、患者の家
族は患者の意思を理解し、尊重することの大切さを学ぶことが出来ました。なお、来年度は第2回として

「エンディングノート」をテーマにした中村医師による講演会を
予定しています。

　今回は、その取組みの一つとして開催した講演会についてご報告します。

『自宅で大往生～ええ人生やったというために～』

～人生の最後をどこで過ごしますか～
　厚生労働省の調査によると、約60％の国民が「自宅で療
養したい」と希望している一方で、約80％が病院で看取り
をされています。自宅で療養するためには、在宅医療を推
進していくことが重要です。

【お問い合せ】 揖斐川町地域包括支援センター　℡23-1341
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　人件費とは・・・　
人件費とは、職員の給与・手当そのほか、町長・議員な
どの特別職の給料・報酬、各種委員報酬など、またこれら
に伴う各組合への負担金などのことをいいます。
平成29年度の決算では次のようになります。

■平成 29年度人件費の状況� （単位：千円）
歳出総額（A） 人件費（B） 人件費以外
13,128,388 1,607,783 11,520,605

・人件費率（B/A）　12.2％

　給与とは・・・　
職員が勤労を提供し、その対価として得るものが「給与」
です。給与は、経験年数や学歴、勤務成績などにより決定
される「給料」とこれを補完する「各種手当」とに分けられ
ます。各種手当とは扶養手当、通勤手当、住居手当、期末
勤勉手当、時間外勤務手当などのことです。

■職員給与の予算の状況
� 平成 30 年 4 月 1 日現在（単位：千円）
職員数（A） 給　料 職員手当 期末勤勉手当
267人 944,410 140,133 366,613
給与費計（B） 一人当たり給与費（B/A）
1,451,156 5,435

※職員手当には退職手当は含まれていません。

　職員の平均給与額は・・・　
� 平成 30 年 4 月 1 日現在

区　分 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 330,527 円 45.08 歳
技能労務職 223,492 円 54.08 歳

　初任給は・・・　
初任給は、新規学卒者のように前職がない場合には下記
の表のとおり決定されます。
■初任給の状況（一般行政職）� 平成 30 年 4 月 1 日現在

区　分 決定初任給
大学卒 179,200 円
短大卒 159,800 円
高校卒 147,100 円

　級別職員数の状況　
� 平成 30 年 4 月 1 日現在
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

合計標準的職務
内　　　容 主事 主任 係長・

主査
課長
補佐

課長・
主幹 次長 部長

職員数（人） 43 18 100 35 28 10 11 245
構成比（％） 17.6 7.3 40.8 14.3 11.4 4.1 4.5 100.0
（注）�揖斐川町職員の給与に関する条例の給料表区分に基づく
　　 再任用職員、技能労務職、医療職を除く職員数です。

　特別職の報酬等の状況　
� 平成 30 年 4 月 1 日現在

区　分 給与月額 期末手当

給
　
料

町　長 750,000 円 � 6 月期　　2.125 月分
12 月期　　2.325 月分
� � 計　　　4.45� 月分副町長 600,000 円

区　分 給与月額 期末手当

報
　
酬

議　長 300,000 円
� 6 月期　　2.125 月分
12 月期　　2.325 月分
� � 計　　　4.45� 月分

副議長 260,000 円

議　員 250,000 円

　職員手当の状況　
� 平成 30 年 4 月 1 日現在
区　分 期　末 勤　勉

期末・勤勉
手 当 支 給
割　　　合

�6 月期 1.225 月分 0.90 月分
12 月期 1.375 月分 0.95 月分

職務上の段階などに応じた加算措置 ･･･ 有

退職手当
（支給率）

退職事由 自己都合 定年・応募認定
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2～ 30%加算）

扶養手当

配偶者は月額 6,500 円
子は月額　10,000 円
その他の扶養親族は 1人につき月額 6,500 円
16 歳から 22 歳の子には月額 5,000 円加算

住居手当 月額 12,000 円を超える家賃の額に応じ、
最高で 27,000 円まで

通勤手当

①交通機関等利用者
　運賃相当額に応じ最高 55,000 円まで
②自動車等使用者
　片道２㎞以上の職員に対して、距離に応じ
　月額 2,000 円から 31,600 円まで

　職員数の状況　
� 各年 4 月 1日現在

区　　　分
職　　員　　数

増減
平成 29 年度 平成 30 年度

一 般 行 政 部 門 240 人 233 人 ▲７
教 育 部 門 35 人 29 人 ▲６
公営企業等部門 ７人 ８人 １

合　計 282 人 270 人 ▲ 12

揖斐川町職員の給与を公表します
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「所得税および復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」のお知らせ
申告の受付期間は、 ２月18日（月）～３月15日（金） ※土・日を除く

申告相談会場および受付対象地区は、本誌24ページのとおりです。
　町県民税の申告書は、2 月上旬頃郵送予定です。申告書が届かなくても必要な方は申告してください。
　申告には、所得税および復興特別所得税の確定申告（国税）と町県民税申告（地方税）がありますが、所得税
および復興特別所得税の確定申告をされますと、同日に「町県民税申告」がされたものとみなされます。

　所得税および復興特別所得税の確定申告が必要な方　
（１）事業所得（営業・農業）や不動産所得（地代・家賃等）があった方
（２）給与所得者のうち、たとえば、次のような方が該当します。
　　①　お勤め先で年末調整を受けていない方
　　②　２カ所以上から給与を受けている方

（３）土地、建物、株などの売却による譲渡所得のあった方（但し、上場株式の譲渡所得で、特定口座の取引で源泉
徴収されている場合は、申告しなくても差し支えありません。）

（４）（３）に該当する方および青色申告の方、住宅借入金等特別控除の方は、役場等で申告をお受けできない場
合がございますので、税務署（会場：大垣市民会館）への直接申告をお願いいたします。

（５）上記以外の方でも医療費控除、寄附金控除または雑損控除など各種控除を受けたい場合や、雑所得や一時所
得など各種所得の合計額から所得控除を差し引いて残額のある方などは、確定申告をする必要があります。

　町県民税申告が必要な方　
　平成 31 年１月１日現在、揖斐川町内に住所のある方で、次の①～③のすべてに当てはまる方
①所得税および復興特別所得税の確定申告をされない方
②給与所得のあった方で勤務先から役場へ「給与支払報告書」の提出のない方
　※提出の有無は勤務先にご確認ください
③営業、地代、家賃、配当、農業、年金などの所得があった方

注）平成 30 年中に所得がなかった方でも、申告が必要な場合があります。（生活状況等を記入して申告し
ていただくこととなります。）
・国民健康保険に加入している方（国民健康保険税の計算に必要となります。）
・所得に関する証明書が必要な方（国民年金保険料免除申請、福祉医療、児童扶養手当などの公的扶助､

町営住宅、保育所入所、教育等に関する申請に必要となる場合があります。）

　年金受給者の確定申告不要制度　
　平成 23 年度の税制改正により、次の①・②のどちらにも当てはまる方は確定申告が不要になりました。
①公的年金等の収入金額が 400 万円以下の方（複数から受給されている場合は、その合計額です。）
②当該年金以外の他の所得の金額が 20 万円以下の方

注）所得税の還付を受ける場合は確定申告が必要となります。
※確定申告書の提出を要しない場合であっても、公的年金等に係る雑所得以外に所得のある方や控除内容に

変更または追加のある方などは、町県民税の申告が必要になる場合があります。

　申告に必要なもの　
●「確定申告のお知らせ」（はがきまたは通知書）または町県民税の申告書（税務署または役場から送付された方のみ）
●印鑑（朱肉を使うもの）●給与所得者は源泉徴収票の原本　●公的年金等受給者は、源泉徴収票の原本
●営業・農業などの事業所得者は、収支内訳書（帳簿等収入・支出の明細がわかるもの）

※営業所得や農業所得などのある方で、収入・支出の整理がされていない場合、受付に時間がかかり、会場が大
変混雑することとなりますので、お断りすることがございます。必ず収入・支出を整理しておいてください。

●所得控除を受けるために必要な証明書、領収書など（平成３０年 1 月から 12 月分のもの）
・生命保険料、地震保険料、旧長期損害保険料の控除証明書
・社会保険料、国民健康保険税、国民年金保険料等の控除証明書または領収書
・配偶者所得のわかるもの
・障害者控除を受ける方は身体障害者手帳や療育手帳など
●医療費控除の明細書またはセルフメディケーション税制の明細書（平成３０年 1 月から 12 月分のもの）
・セルフメディケーション税制の明細書には、健康への保持増進および予防への取組みを行ったことを明らかにする書類
・医療費等のうち保険で補填される金額のわかるもの
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セルフメディケーション税制とは
　健康の保持増進および疾病の予防への取組みとして一定の取組みを行っている納税者が、平成29年１月１日から平成33年
12月31日までの間に自己または自己と生計を一にする配偶者その他の親族のために特定一般用医薬品等購入費（いわゆるス
イッチOTC医薬品の購入費用）を支払った場合には、一定の金額の所得控除（医療費控除）を受けることができるものです。セ
ルフメディケーション税制は医療費控除の特例であり、従来の医療費控除との選択適用となります。この特例を受ける場合は、
従来の医療費控除と併せて受けることはできません。

※平成 29 年分の確定申告から、領収書の提出の代わりに「医療費控除の明細書」または「セルフメディケーション税制の明細書」の添付が
必要となりました。ただし、平成 31 年分までの確定申告については、医療費等領収書の添付または提示によることもできます。（医療費
等の領収書は診療を受けた方・医療機関ごとに整理し、合計額を計算しておいてください。）

平成30年分確定申告、平成31年度町・県民税申告の申告書や申請書等には、個人番号の記載平成30年分確定申告、平成31年度町・県民税申告の申告書や申請書等には、個人番号の記載
および本人確認書類の提示または写し（コピー）の添付が必要です。および本人確認書類の提示または写し（コピー）の添付が必要です。

●申告書や申請書等には申告をする方や扶養親族となる方などの個人番号の記載が、確定申告の際には申告をす
る方の「本人確認書類の写し ( コピー ) の添付」または町・県民税申告の際には申告をする方の「本人確認書
類の提示若しくは写し ( コピー ) の添付」が必要です。※申告する年ごとに毎回必要になります。
＜本人確認書類について＞＜本人確認書類について＞
　個人番号カードのある方は、個人番号カードの表面と裏面を、個人番号カードのない方は、番号確認書類（①）
と身元確認書類（②）を言います。
①番号確認書類・・・ご本人の個人番号（12桁）を確認できる書類（通知カード、個人番号の記載のある住民票の

写し　など）
②身元確認書類・・・記載した個人番号の持ち主であることを確認できる書類（運転免許証、パスポート、在

留カード、公的医療保険の被保険者証、身体障害者手帳　など）
　e-Tax で送信される場合は、「本人確認書類の提示または写し」の提出は不要です。

譲渡所得（土地・建物・株式を売った場合など）・贈与税・消費税に関する申告については、譲渡所得（土地・建物・株式を売った場合など）・贈与税・消費税に関する申告については、
大垣市民会館で申告を行ってください。（土・日を除く）大垣市民会館で申告を行ってください。（土・日を除く）

大垣税務署から確定申告会場のご案内大垣税務署から確定申告会場のご案内
　平成 30 年分所得税および復興特別所得税、個人事業者の消費税および地方消費税、贈与税の申告会場が、「大
垣市民会館」で開設されます。
●開設期間　2月 18 日（月）～ 3月 15 日（金）　※土・日曜日を除く
●開設時間　9時～ 17 時（受付終了時間：16 時）
●会　　場　大垣市民会館　　3階	大会議室　	大垣市新田町 1－ 2（大垣市民プール南隣）
　申告書の作成には時間を要しますので、会場の混雑の状況により、案内を早めに終了する場合があります。
※上記開設期間中、大垣税務署には申告会場を設けておりません。
※会場では、職員のアドバイスの下、ご自身でパソコン画面を操作し申告書を作成していただく取組みを行っております。
※大垣市民会館への電話によるお問い合せはご遠慮ください。
（注）確定申告会場では相続税のご相談は受け付けておりません。
【お問い合せ】【お問い合せ】大垣税務署　℡ 0584-78-4101大垣税務署　℡ 0584-78-4101（自動音声案内に従ってご用件の番号を選択してください。）

住宅借入金等特別控除の確定申告説明会住宅借入金等特別控除の確定申告説明会
※大垣税務署と西濃各市町との合同説明会です。
　10 年以上の住宅ローン等を利用して住宅（認定長期優良住宅を含む。）等を取得した方、住宅の増改築をした
方または住宅ローン等を利用せず認定長期優良住宅を取得した方（平成 30 年中に入居した方）はご来場ください。
●開催日　2月 14 日（木）　　●受付時間　9時 30 分～ 12 時（11 時 30 分受付終了）
●会　場　大垣市民会館（大垣市新田町 1-2）　３階	大会議室
　上記日時にご都合が悪い場合、次の日程でも説明会は行います。
　　2月 13 日（水）　　9時 30 分～ 12 時（11 時 30 分受付終了）、13 時～ 16 時（15 時 30 分受付終了）
　　2月 14 日（木）　　13 時～ 16 時（15 時 30 分受付終了）
　　2月 15 日（金）　　9時 30 分～ 12 時（11 時 30 分受付終了）、13 時～ 16 時（15 時 30 分受付終了）
　会場の混雑状況により、午前・午後の部ともに、案内を早めに終了する場合があります。
　申告書に代えて「確定申告のお知らせ」が送付されます。　
　平成 29 年分の所得税および復興所得税の確定申告書を、役場申告会場等の相談会場にて書面で提出された方に
は、平成 30 年分の確定申告書用紙は送付されません。申告書用紙に代えて、「確定申告のお知らせ」（はがきまた
は通知書）が送付されますので、各申告会場にお越しの際はご持参ください。

【お問い合せ】揖斐川町税務課　℡２２－２１１１
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平成30年分申告相談会場・日程
一部、申告会場が変更となります。一部、申告会場が変更となります。

■揖斐川地域■揖斐川地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

18 月 北方

9時～16時
※土・日を除く。

揖斐川町役場

19 火 大和（上南方）

20 水 大和
（若松・房島・極楽寺）

21 木 𦙾永

22 金 清水

25 月 小島
（上野・白樫・市場・瑞岩寺）

26 火 小島
（上記以外の地区）

27 水 揖斐

28 木 揖斐

３
1
～
15

金
～
金
揖斐川地域全域

※昨年の申告相談から、会場が揖斐川町役場のみとなりました。

■谷汲地域■谷汲地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

18 月 神原・木曽屋・有鳥

9時～16時
※土・日を除く。

谷汲振興事務所

19 火 高科・岐礼・沖野

20 水 府内・上長瀬

21 木 下長瀬・赤石・山田

22 金 深坂

25 月 大洞

26 火 名礼

27 水 徳積

2/28

～

3/15

木
～
金
谷汲地域全域

※平成30年分の申告相談から、会場が谷汲振興事務所のみとなり
ます。

■春日地域■春日地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

18 月 春日地域全域

9時～16時
※土・日を除く。

春日振興事務所

19 火 滝・樫・上ヶ流

20 水 下ヶ流

21 木 香六・古屋

22 金 小宮神

25 月 川合・中山

26 火 美束

2/27

～

3/15

水
～
金
春日地域全域

※平成30年分の申告相談から、会場が春日振興事務所のみとなり
ます。

■久瀬地域■久瀬地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/18

～

3/15

月
～
金
久瀬地域全域

9時～16時
※土・日を除く。

久瀬振興事務所

■藤橋地域■藤橋地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/18

～

3/15

月
～
金
藤橋地域全域

9時～16時
※土・日を除く。

藤橋振興事務所

■坂内地域■坂内地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/18

～

3/15

月
～
金
坂内地域全域

9時～16時
※土・日を除く。

坂内振興事務所

※昨年の申告相談から、会場が坂内振興事務所のみとなりました。

各地域における申告会場は、次のとおりです。
申告期間中は、会場が大変混雑します。地区別の日割にご協力いただき、時間に余裕をもってお越しください。
なお、所得税の青色申告・譲渡所得（土地・建物・株式を売った場合など）・贈与税・消費税に関する申告につ
いては、大垣税務署が開設する確定申告会場（大垣市民会館）でお願いします。
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

② 

𦙾
永
駅
前
住
宅　
1
戸

・
住　

所　
　
揖
斐
川
町
𦙾
永
６
４
２
の
１

・
建
設
年
度　

平
成
24
年
度

・
耐
火
構
造
５
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

２
台

・
家　

賃　
　

２
６
，
６
０
０
円
～

③ 

北
方
奥
郷
住
宅　
１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

２
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
９
，
９
０
０
円
～

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷

金
が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

2
月
1
日（
金
）
～
2
月
15
日（
金
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日

平
成
31
年
3
月
下
旬
を
予
定

④ 

島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

○
保
健
師
・
助
産
師
有
資
格
者

■
職
　
　
務	

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の

各
種
業
務
に
お
け
る
保
健
指

導
・
訪
問
等

■
勤
務
場
所 
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
、

 
検
診
会
場
等

■
応
募
資
格	

保
健
師
・
助
産
師
免
許
取
得
者

■
雇
用
期
間	

２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら

 

２
０
２
０
年
３
月
31
日

■
給
　
　
与 

雇
員
の
雇
用
条
件
に
よ
る

 

時
給　

１
，
５
４
０
円

■
勤
務
時
間 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

 

８
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

■
応
募
方
法

　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切 

２
月
28
日（
木
）
必
着　

※
応
募
締
切
後
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
２
３
‒
１
５
１
１

  

平
成
31
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室
の

入
室
申
請
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
４
月
か
ら
留
守
家
庭
児
童
教

室
へ
の
入
室
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童

　

町
内
在
住
の
小
学
校
１
年
生
～
６
年
生
の

児
童
の
内
、
保
護
者
の
就
労
な
ど
の
事
情

で
、
昼
間
に
児
童
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が

出
来
な
い
家
庭
の
児
童

※ 

「
保
護
者
の
就
労
な
ど
の
事
情
」
と
は
左

記
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

①
放
課
後
か
ら
概
ね
17
時
ま
で
就
労
等
し

て
い
る
こ
と

②
月
に
15
日
以
上
就
労
等
し
て
い
る
こ
と

③
就
労
等
の
状
態
が
３
か
月
以
上
継
続
す

る
こ
と

■
開
室
時
間

・
平
日（
月
～
金
曜
日
）
は
授
業
終
了
後

～
18
時

・
学
校
の
振
替
日
は
８
時
～
18
時

■
利
用
料
金

・
利
用
料（
月
額
）
４
，
５
０
０
円

・
保
険
料（
年
額
）
１
，
８
０
０
円

・
別
途「
お
や
つ
代
」（
月
額
）
３
０
０
円

が
必
要
で
す
。

■
申
請
お
よ
び
提
出
方
法
　

①
新
規
入
室
希
望
者
…
子
育
て
支
援
課
窓
口

で
申
請
書
類
を
受
取
り
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
窓
口
へ
提
出
。

②
継
続
入
室
希
望
者（
既
入
室
者
）
…
各
留

守
家
庭
児
童
教
室
で
申
請
書
類
を
入
手

い
た
だ
き
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
各
留

守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員
へ
提
出
。

■
申
請
期
間
　
２
月
４
日（
月
）

 
 

～
２
月
22
日（
金
）

■
そ
の
他

　
長
期
休
暇（
夏
休
み
期
間
）
の
入
室
に
つ

い
て
は
、
別
途
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
類
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

  

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

企
画
展「
春
季 

人
形
展
」
開
催
の
お
知
ら
せ

当
館
で
は
、
左
記
の
と
お
り「
春
季 

人
形

展
」
を
開
催
し
ま
す
。
雛
人
形
を
中
心
に
江

戸
期
か
ら
現
代
ま
で
の
人
形
を
多
数
展
示
し

ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
期
間
　
２
月
16
日（
土
）～
３
月
17
日（
日
）

■
会
場　
第
一
展
示
室

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

℡
２
２
‒
５
３
７
３

 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
へ

２
０
１
９
年（
平
成
31
年
）
10
月
１
日
か

ら
消
費
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ

れ
と
同
時
に
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
に
対
し
て

は
、
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
や
、
受
発

注
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
が
必
要
に
な
る
場
合

に
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
国
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、「
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://kzt-hojo.jp/
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い
び
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

講
演
会
の
お
知
ら
せ

い
び
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
生
き
甲

斐
と
自
立
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
　
時　
２
月
14
日（
木
）

 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

 

（
受
付　

13
時
～
）

■
場
　
所　
揖
斐
総
合
庁
舎
５
階
大
会
議
室

■
講
　
師　
吉
川　

美
穂
氏

 

（
徳
川
美
術
館　

学
芸
部

 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

■
演
　
題　
『
天
璋
院
篤
姫
と
皇
女
和
宮

 

～
二
人
の
御
台
所
～
』

■
参
加
費　
無
料

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
県
事
務
所
振
興
防
災
課

　

℡
２
３
‒
１
１
１
１（
内
線
２
０
7
）

  

身
体
障
が
い
者
な
ど
の
自
動
車
税
の

減
免
申
請
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
す

身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
知
的
障
が

い
者
ま
た
は
精
神
障
が
い
者
の
方
が
所
有
す

る
自
動
車（
軽
自
動
車
を
除
く
）
の「
自
動
車

税
減
免
申
請
臨
時
窓
口
」
が
次
の
と
お
り
開

設
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時　
３
月
12
日（
火
）

 

９
時
～
15
時
30
分

■
場
　
所　
揖
斐
総
合
庁
舎

 

４
階
４
Ｃ
会
議
室

■
対
象
者

①
新
規
に
申
請
す
る
方
。

②
現
在
減
免
を
受
け
て
お
り
、
自
動
車
税

事
務
所
か
ら
の
減
免
案
内
は
が
き
で

「
変
更
あ
り
」
と
回
答
し
た
方
。

【
臨
時
窓
口
・
お
問
い
合
せ
】

岐
阜
県
西
濃
県
税
事
務
所　

℡
０
５
８
４
‒
７
３
‒
１
１
１
１

 

（
内
線
２
４
４
、２
４
５
）

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所　

℡
０
５
８
‒
２
７
９
‒
３
７
８
１

 

介
護
福
祉
士
職
業
訓
練
生
募
集

岐
阜
県
離
職
者
等
委
託
訓
練　

介
護
福
祉

士
養
成
科
の
介
護
福
祉
士
職
業
訓
練
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
対
　
象　
離
職
者
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
登
録
し
た
人

■
訓
練
期
間　
２
０
１
９
年
４
月
５
日
～

 

２
０
２
１
年
３
月
９
日

■
場
　
所　
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
国
際
医
療
福
祉

専
門
学
校（
池
田
町
白
鳥
）

■
内
　
容　
介
護
の
知
識
と
技
術
を
学
び
、

介
護
福
祉
士（
国
家
資
格
）
の

取
得
を
目
指
す
。

■
申
込
み　
３
月
６
日（
水
）
ま
で
に
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
。

■
備
　
考　
２
年
間
の
学
費
、
入
学
金
無
料

（
約
１
８
５
万
円
）。
テ
キ
ス
ト

代
等
は
実
費
。

【
お
問
い
合
せ
】

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
国
際
医
療
福
祉
専
門
学
校

℡
４
５
‒
２
２
２
０

  

第
23
回
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン

「
も
の
づ
く
り
・
人
づ
く
り
in
東
海
」

東
海
職
業
能
力
開
発
大
学
校
が
、
も
の
づ

く
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、「
ロ
ボ
ッ
ト
に
と
っ
て
簡
単
な

仕
事
、
難
し
い
仕
事
～
Ａ
Ｉ
を
頭
脳
に
持
つ

ロ
ボ
ッ
ト
は
人
を
超
え
ら
れ
る
か
？
～
」
と

題
し
た
記
念
講
演
、
学
生
の
成
果
物
の
展
示

や
研
究
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
　
時
　

２
月
15
日（
金
）
11
時
～
16
時
30
分

２
月
16
日（
土
）
９
時
～
15
時
45
分

■
場
　
所　
大
野
町
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　
無
料

【
お
問
い
合
せ
】

東
海
職
業
能
力
開
発
大
学
校

℡
３
４
‒
３
６
０
０

℻
３
４
‒
２
４
０
０

有

料

広

告

欄
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た
に
ぐ
み
盆
梅
展
を
開
催
し
ま
す

西
国
三
十
三
所
の
日
本
遺
産
登
録
を
目
指

し
、
推
進
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
左
記
の
期
間
で

た
に
ぐ
み
盆
梅
展
を
開
催
し
ま
す
。
丹
精
込

め
て
育
て
ら
れ
た
盆
梅
を
多
数
展
示
し
ま
す

の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間　
２
月
16
日（
土
）

 

～
３
月
17
日（
日
）

■
開
場
時
間　
10
時
～
16
時

寿
長
ご

さ
ん

12
月
の

宮
みや

川
がわ

　喜
き

美
み

子
こ

 さん
95歳（谷汲名礼）

溝
みぞ

口
ぐち

　
と

み
み

ゑ
え

 さん
100歳（谷汲徳積）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
場
　
所　
旧
谷
汲
観
光
資
料
館

■
期
間
中
イ
ベ
ン
ト

・
豊
年
祈
願
祭　

２
月
18
日（
月
）

・
物
産
販
売　

開
催
期
間
中
の
土
日

■
入
場
料　

・
一
般　

３
０
０
円

・
中
学
生
以
下　

無
料

※
10
人
以
上
の
団
体
は
１
０
０
円
引
き

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
商
工
会
谷
汲
支
部

℡
５
５
‒
２
２
３
１

「
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
」

 
日
本
遺
産
登
録
を
目
指
そ
う
！

  

平
成
31
年
度
岐
阜
県
立
高
等
学
校

入
学
者
選
抜
に
つ
い
て

大
垣
商
業
高
等
学
校
お
よ
び
大
垣
工
業
高

等
学
校
の
定
時
制
課
程
で
は
、
次
の
と
お
り

平
成
31
年
度
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
設
置
学
科
、
募
集
人
員

・
商
業
科（
大
垣
商
業
定
時
制
課
程
）
40
人

・
工
業
技
術
科（
大
垣
工
業
定
時
制
課
程
）

 

40
人

■
出
願
資
格　
次
の
１
～
３
ま
で
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
、
岐
阜
県
内
に
居

住
す
る
者
と
す
る
。

１　

中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校

も
し
く
は
義
務
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

者
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
卒
業
見
込
み

の
者

２　

中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を
修
了
し

た
者
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
修
了
見
込

み
の
者

３　

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
95
条
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

※
成
人
の
方
も
受
検
で
き
ま
す
。

■
選
抜
日
程

〇
第
１
次
選
抜

出
願
期
間 

　

２
月
18
日（
月
）
～
21
日（
木
）
正
午

出
願
先
変
更
期
間　

　

２
月
22
日（
金
）
～
27
日（
水
）
正
午

※
た
だ
し
、
２
月
23
日（
土
）
お
よ
び
24 

日（
日
）
は
除
く

　

検 

査 

日 

３
月
７
日（
木
）

　

合
格
発
表 

３
月
14
日（
木
）

〇
第
２
次
選
抜

　

出 

願 

日 

３
月
15
日（
金
）

　

出
願
先
変
更
日　

３
月
18
日（
月
）

　

検 

査 

日 

３
月
19
日（
火
）

　

合
格
発
表 

３
月
22
日（
金
）

※
第
１
次
選
抜
に
お
い
て
入
学
定
員
が

満
た
さ
れ
た
場
合
、
第
２
次
選
抜
は
実

施
し
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

大
垣
商
業
高
等
学
校
定
時
制
入
試
係　

　

℡
０
５
８
４
‒
８
１
‒
４
４
８
３

　

大
垣
工
業
高
等
学
校
定
時
制
入
試
係

　

℡
０
５
８
４
‒
８
１
‒
１
２
８
０

  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
平
成
31
年
度
会
員
募
集

平
成
31
年
度
会
員
登
録
会
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
会
さ
れ
る
方
は
当
日
年
会
費

（
２
，５
０
０
円
・
互
助
会
費
含
む
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
会
員
の
方
も
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
対
象
地
区
の
開
催
日
に
都
合
の
悪
い
方

は
、
ど
の
会
場
で
も
結
構
で
す
。

登
録
会
の
内
容

①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
お
よ

び
入
会
説
明
会

②
安
全
就
業
の
た
め
に（
ビ
デ
オ
研
修
）

③
登
録
項
目
の
確
認（
面
談
）

予
定
時
間　

２
時
間
30
分
程
度

　

受
付
は
30
分
前
よ
り
開
始
し
ま
す
。
開
会

ま
で
に
受
付
を
終
了
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７

会員登録会の日程
日　時 対象地区 場　所

2月19日（火） 9：30 揖斐、𦙾永
福祉総合支援センター
２階第１会議室

2月20日（水） 9：30 北方
2月21日（木） 9：30 小島
2月22日（金） 13：00 大和、清水
2月26日（火） 9：30 中央、美束 春日振興事務所

会議室13：30 六合
2月27日（水） 10：00 久瀬地区 久瀬公民館２階13：30
2月28日（木） 9：30 長瀬、岐礼、高科 谷汲文化会館13：30 名礼、深坂、横蔵、徳積、大洞
3月 4日（月） 10：00 坂内地区 坂内振興事務所２階13：30
3月 5日（火） 10：00 藤橋地区 藤橋公民館
3月 9日（土） 9：30 全地区 福祉総合支援センター

２階第１会議室
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岐阜県広報

点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と
音声用のテキストデータの配信もあります

今月のピックアップ情報

県政広報テレビ番組 
「ぎふ県政ほっとライン」

放送中
（放送日）木曜 18:53～18:57
（再放送）火曜 21:54～21:58 

※平成30年11月1日現在　※(　)内は前月との比較

1,999,368人（38人減）
●県の人口

Facebook「清流の国ぎふ」
ミナモだよりで情報発信中!!

検索岐阜県 ミナモだより

男／969,631人（113人増）
女／1,029,737人（151人減）

最新の情報は、県庁統計課ホームページでご覧ください。

ボタンを押して
地元情報をゲット!

ぎふチャン(8ch)データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も配信中！

「パンジー・ビオラの世界展2019」を
開催します

「Art Award IN THE CUBE（AAIC）2020」の
作品を募集します
想像力あふれる新たな才
能の発掘と育成のため、企
画公募展「清流の国ぎふ
芸術祭 AAIC2020」を開
催します。テーマは「記憶
のゆくえ」。決められた空
間内で、テーマを自由に
表現した作品を募集しま
す。世代、ジャンルは問い
ませんので、ぜひご応募く
ださい。

◆

◆

◆

◆

2月2日（土）～24日（日）
花フェスタ記念公園（可児市）
大人520円、高校生以下無料

と き
ところ
料 金

／
／
／

問 ／花フェスタ記念公園　☎0574（63）7373
検索花フェスタ記念公園

介護福祉士の資格取得に向けて養成施
設へ入学する方に、修学資金の貸し付け
を実施します。
●申請方法／申請書および必要書類を持参
もしくは簡易書留で郵送
●申請期限／3月15日（金）
  ※当日消印有効
●申請先・問／県福祉人材総合支援センター 
☎058（273）1111（内線2553）

検索岐阜県　遺児

交通遺児激励金および
犯罪被害遺児激励金を支給します案　内

●対象／5月5日現在、県内に居住してい
て、交通事故や犯罪被害で生計をともに
していた父母などを亡くされた方で、中
学生以下または高等学校等在学中で満
20歳未満の方

●申込先／お住まいの市町村担当課
●問／県庁県民生活課
  ☎058（272）8205

交通事故や犯罪被害で親を亡くした子ども
を励ますため、激励金を支給しています。

●発売期間／1月30日（水）～2月22日（金）
●問／県庁財政課
  ☎058（272）1130

バレンタインジャンボ
宝くじの購入は県内で！案　内

みなさんに県内で購入していただいた
宝くじの販売額のうち、約40％が県の
収入となり、市町村振興や高齢化・少子
化対策など、身近なところで役立てられ
ています。宝くじはぜひ県内の売り場で
ご購入ください。

介護福祉士修学資金貸付を
実施します案　内

検索岐阜県介護修学

検索ぎふ性暴力被害者支援センター

性暴力被害者に対する理解を深め、支援
について考える講演会を開催します。

性暴力被害者
支援講演会を開催します案　内

●とき／3月1日（金）13：30～15：30
●ところ／OKBふれあい会館（岐阜市）
●定員／120人（先着申込順）
●料金／無料
●申込先・問／（公社）ぎふ犯罪被害者支援
センター
  ☎058（275）3933

空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節
です。ストーブやコンロなどの近くに燃え
やすいものを置いていませんか。住宅用
火災警報器の設置と点検をしています
か。自分と家族の命を守るため、この機会
に確認しましょう。
●とき／3月1日（金）～7日（木）
●問／県庁消防課
  ☎058（272）1123

春の全国火災予防運動を
実施します案　内

検索ＡＡＩＣ2020

◆

◆

◆

1月25日（金）～5月13日（月）
5,000円

／
／

募集期間
審 査 料
問 ／ AAIC実行委員会事務局　☎058（272）8378

検索特別支援学校アート展

県内の特別支援学校の児童や生徒が制
作した絵画や陶器、オブジェなどのアート
作品を展示します。

「第4回特別支援学校アート展
～human～」を開催します案　内

●とき／1月13日（日）～2月24日（日）
  9：00～17：00（最終日15：00まで）
●ところ／ぎふ清流文化プラザ（岐阜市）
●料金／無料　
●問／県教育文化財団
  ☎058（233）5377

ウェブサイトでも「岐阜県からのお知らせ」「清流の国ぎふミナモ通信」が見られます。
バックナンバーも公開中！
左記の二次元コードを読み込んでアクセスしてください。

エッグタルト

ミルク倉庫＋ココナッツ≪cranky wordy things≫
（上：内観　下：外観）

AAIC2017大賞

中部地区最大規模となる400品種を超えるパンジーとビオ
ラが、冬の花フェスタを彩ります。バラエティーに富んだ色や
形が魅力のパンジーとビオラの世界をお楽しみください。



窓口だより

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
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１月31日（木）	 町（県）民税	4期分
	 国民健康保険税	9期分
	 後期高齢者医療保険料	7期分
２月28日（木）	 固定資産税	4期分
	 国民健康保険税	10期分
	 後期高齢者医療保険料	8期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

 3日（日）	谷汲山華厳寺節分厄払い行事

16日（土）～３月17日（日）
 たにぐみ盆梅展

18日（月）	豊年祈願祭

24日（日）	 IBIGAWAフリーマラソン

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 21,273（�－ 46）10,218 11,055 8,011（� － 4）

揖斐川地域 15,907（�－ 41） 7,674� 8,233� 5,719�（�－ 10）

谷汲地域 2,960（� － 3） 1,414� 1,546� 1,099�（� 6）

春日地域 930（� － 2） 450� 480� 460�（� － 1）

久瀬地域 883（� 0） 405� 478� 384�（� 0）

藤橋地域 229（� 0） 115� 114� 146�（� 1）

坂内地域 364（� 0） 160� 204� 203�（� 0）
出生 7人 /死亡 32人 /転入等 26人 /転出等 47人

〈平成 31年 1月 1日現在〉

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 ３ 区 河 瀬 孝 子 89

房 島 ６ 区 宗 宮 正 俊 72

下 新 町 栗 田 弘 子 72

下 新 町 小 林 　 勲 93

下 新 町 小 川 正 道 80

前 島 石　原　潤一郎 62

下 岡 島 弓 削 一 朗 88

清 水 坪 井 一 三 95

福 島 若 原 　 勝 84

福 島 野 村 　 拓 85

東 瀬 古 野　原　ふさゑ 96

浜 里 団 地 藤 原 吉 子 88

大 門 窪 田 龍 男 66

上 野 宮 島 　 勲 87

市 場 森 　 敏 雄 82

二 ノ 宮 市 川 　 博 92

和 田 青 木 重 之 92

谷 汲 徳 積 北　野　たづ子 92

谷 汲 長 瀬 松　井　壽美江 85

春 日 六 合 所 　 智 84

春 日 六 合 森 　 孝 德 78

春 日 美 束 駒 月 敏 子 94

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん
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夫 妻

粟 野 泰 弘（上東野） 足 立 理 江（海津市）

駒 瀨 進 司（谷汲名礼） 林 　 優 花（加茂郡坂祝町）

森 　 健 斗（春日六合） 花 山 　 薫（大垣市）

この情報は平成30年12月18日現在のものです。 ☎058（272）1111（代） 058（278）2506FAX県庁広報課

岐阜県広報

点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と
音声用のテキストデータの配信もあります

今月のピックアップ情報

県政広報テレビ番組 
「ぎふ県政ほっとライン」

放送中
（放送日）木曜 18:53～18:57
（再放送）火曜 21:54～21:58 

※平成30年11月1日現在　※(　)内は前月との比較

1,999,368人（38人減）
●県の人口

Facebook「清流の国ぎふ」
ミナモだよりで情報発信中!!

検索岐阜県 ミナモだより

男／969,631人（113人増）
女／1,029,737人（151人減）

最新の情報は、県庁統計課ホームページでご覧ください。

ボタンを押して
地元情報をゲット!

ぎふチャン(8ch)データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も配信中！

「パンジー・ビオラの世界展2019」を
開催します

「Art Award IN THE CUBE（AAIC）2020」の
作品を募集します
想像力あふれる新たな才
能の発掘と育成のため、企
画公募展「清流の国ぎふ
芸術祭 AAIC2020」を開
催します。テーマは「記憶
のゆくえ」。決められた空
間内で、テーマを自由に
表現した作品を募集しま
す。世代、ジャンルは問い
ませんので、ぜひご応募く
ださい。

◆

◆

◆

◆

2月2日（土）～24日（日）
花フェスタ記念公園（可児市）
大人520円、高校生以下無料

と き
ところ
料 金

／
／
／

問 ／花フェスタ記念公園　☎0574（63）7373
検索花フェスタ記念公園

介護福祉士の資格取得に向けて養成施
設へ入学する方に、修学資金の貸し付け
を実施します。
●申請方法／申請書および必要書類を持参
もしくは簡易書留で郵送
●申請期限／3月15日（金）
  ※当日消印有効
●申請先・問／県福祉人材総合支援センター 
☎058（273）1111（内線2553）

検索岐阜県　遺児

交通遺児激励金および
犯罪被害遺児激励金を支給します案　内

●対象／5月5日現在、県内に居住してい
て、交通事故や犯罪被害で生計をともに
していた父母などを亡くされた方で、中
学生以下または高等学校等在学中で満
20歳未満の方

●申込先／お住まいの市町村担当課
●問／県庁県民生活課
  ☎058（272）8205

交通事故や犯罪被害で親を亡くした子ども
を励ますため、激励金を支給しています。

●発売期間／1月30日（水）～2月22日（金）
●問／県庁財政課
  ☎058（272）1130

バレンタインジャンボ
宝くじの購入は県内で！案　内

みなさんに県内で購入していただいた
宝くじの販売額のうち、約40％が県の
収入となり、市町村振興や高齢化・少子
化対策など、身近なところで役立てられ
ています。宝くじはぜひ県内の売り場で
ご購入ください。

介護福祉士修学資金貸付を
実施します案　内

検索岐阜県介護修学

検索ぎふ性暴力被害者支援センター

性暴力被害者に対する理解を深め、支援
について考える講演会を開催します。

性暴力被害者
支援講演会を開催します案　内

●とき／3月1日（金）13：30～15：30
●ところ／OKBふれあい会館（岐阜市）
●定員／120人（先着申込順）
●料金／無料
●申込先・問／（公社）ぎふ犯罪被害者支援
センター
  ☎058（275）3933

空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節
です。ストーブやコンロなどの近くに燃え
やすいものを置いていませんか。住宅用
火災警報器の設置と点検をしています
か。自分と家族の命を守るため、この機会
に確認しましょう。
●とき／3月1日（金）～7日（木）
●問／県庁消防課
  ☎058（272）1123

春の全国火災予防運動を
実施します案　内

検索ＡＡＩＣ2020

◆

◆

◆

1月25日（金）～5月13日（月）
5,000円

／
／

募集期間
審 査 料
問 ／ AAIC実行委員会事務局　☎058（272）8378

検索特別支援学校アート展

県内の特別支援学校の児童や生徒が制
作した絵画や陶器、オブジェなどのアート
作品を展示します。

「第4回特別支援学校アート展
～human～」を開催します案　内

●とき／1月13日（日）～2月24日（日）
  9：00～17：00（最終日15：00まで）
●ところ／ぎふ清流文化プラザ（岐阜市）
●料金／無料　
●問／県教育文化財団
  ☎058（233）5377

ウェブサイトでも「岐阜県からのお知らせ」「清流の国ぎふミナモ通信」が見られます。
バックナンバーも公開中！
左記の二次元コードを読み込んでアクセスしてください。

エッグタルト

ミルク倉庫＋ココナッツ≪cranky wordy things≫
（上：内観　下：外観）

AAIC2017大賞

中部地区最大規模となる400品種を超えるパンジーとビオ
ラが、冬の花フェスタを彩ります。バラエティーに富んだ色や
形が魅力のパンジーとビオラの世界をお楽しみください。

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

納期限のお知らせ

Population人口

出生　お誕生おめでとう Birth

2月の主な行事

平成31年１月届出分

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage
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▲揖斐川中①

▲揖斐川中③

▲北和中①

▲谷汲中

▲揖斐川中②

▲揖斐川中④

▲北和中②

▲春日中・久瀬中・坂内中・揖斐特支・転入者等

ご成人おめでとうございます
記念撮影を行いました。


